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生産lζ励み、豊かな家庭と郷土を築く。
O 新時代にふさわしい技術を身につける。。たえず経営研究に励み、合理化lこつとめる。

(大洲市民憲章)

第 240号

甫的人間(2月l日)

人口 38，588人
男 18，406人女

世帯数 10.525世帯

面積 240.93平方キロメートル

発行大洲市役所

編集企画広報課

20，182人
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で
す
か

発

二
月
二
十
九
日
か
ら
三
月
十
三
日
ま
一
で
、
昭
和
五
十
年
度
に
二
人
の
焼
死
者

で
「
春
の
火
災
予
防
運
動
」
が
全
国
こ
が
あ
り
ま
し
た
。
情
死
に
至
っ
た
経
過

斉
に
行
わ
れ
ま
す
c

一
は
次
の
と
お
り
で
す
。

こ
の
運
動
は
、
春
に
火
災
が
多
く
発
二
、
幼
児
を
置
い
て
買
い
物
に
出
た
閉
出

生
し
や
す
く
、
ま
た
季
節
風
な
ど
で
大
一
守
中
に
出
火
し
た
た
め
幼
児
は
自
力

火
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
火
災
一
で
逃
げ
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

予
防
思
想
の
高
婦
と
、
火
災
に
よ
る
死
士
一
、
一
階
に
寝
室
と
な
る
部
屋
が
あ
り

傷
者
の
発
生
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
一
な
が
ら
、
二
階
を
寝
室
に
レ
て
い
た

に

行

う

も

の

で

す

。

一

。

こ

れ

ら

の

火

災

で

得

た

教

訓

は

大
洲
地
区
広
域
消
防
事
務
組
合
管
内
土
、
幼
児
、
病
人
等
を
置
い
て
外
出
す

徐
行
違
反

安
全
速
度
違
反

追
越
不
適
当

践実

市
営
住
宅
入
居
者
を
募
集

市

木

団

地

十

戸

母
子
保
健
シ
リ
ー
ズ
間
一
ん
の
ば
い
菌
が
赤
ち
ゃ
ん
の
口
か
ら
体

一

電

電

コ

ー

ナ

ー

大

切

な

初

乳

一

の

宮

入

り

こ

ん

で

き

ま

す

o

乙

の

ば

受

話

器

の

声

は

玄

一
い
菌
が
増
え
な
い
よ
う
に
お
さ
え
る
力

前
与
で
、
母
乳
の
見
直
し
、
初
乳
の
一
が
初
乳
に
あ
る
の
で
す
。
し
か
し
、
牛
関
口

必
要
性
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
初
一
乳
や
粉
乳
に
は
そ
う
い
う
効
力
は
あ
り
最
近
テ
レ
ビ
e

ラ
ジ
オ
な
ど
の
ス
タ

乳
の
「
と
て
も
大
切
な
成
分
」
に
つ
い
一
ま
せ
ん
。
こ
こ
に
母
乳
の
見
直
し
、
初
ジ
オ
か
ら
視
聴
者
に
電
話
を
か
け
る
場

て
‘
も
う
少
レ
詳
レ
く
お
知
ら
せ
し
ま
一
乳
を
の
ま
せ
る
意
義
が
あ
る
の
で
す
。
面
が
よ
く
あ
り
ま
す
が
、
と
れ
を
聞
い

す

。

一

(

国

立

岡

山

病

院

小

児

科

医

長

、

山

内

て

い

ま

す

と

、

「

は

い

O
(い
で
す
」
と

と
て
も
大
切
な
成
分
と
い
う
の
は
、
一
逸
郎
砕
初
乳
の
話
#
よ
り
)
一
自
分
の
方
か
ら
名
乗
っ
て
い
る
人
は
わ

免
疫
体
と
い
う
も
の
で
す
。
一

1
1
l
i
l
i
-
-
1
1
1
1
1

一
ず
か
の
よ
う
で
す
。

お
産
の
後
一
週
間
ぐ
ら
い
は
、
普
通
一
人
権
相
談
用
一
電
話
を
か
け
て
、
「
は
い

O
Oで
す

の
母
乳
と
違
っ
た
濃
い
乳
が
で
ま
す
。
一
留
守
番
電
話
の
ご
一
」
と
先
方
の
さ
わ
や
か
な
声
中
世
間
い
た

こ

の

乳

を

初

乳

と

い

い

ま

す

。

一

利

用

を

一

と

き

は

、

き

れ

い

に

掃

き

清

め

ら

れ

た

と
の
初
乳
は
、
と
て
も
貴
重
な
乳
で
一
松
山
地
方
法
務
局
で
は
、
人
権
擁
護
一
玄
関
を
あ
け
た
さ
つ
な
、
す
か
す
か
し

す
。
初
乳
に
は
、
免
疫
体
が
た
く
さ
ん
一
活
動
の
一
つ
と
し
て
み
な
さ
ん
か
ら
人
一
い
気
分
に
な
り
ま
す
。

入
勺
て
い
ま
ず
か
ら
、
そ
れ
を
の
む
と
一
権
問
題
に
つ
い
て
相
談
に
応
b
て
い
ま
一
家
庭
の
電
車
一
聞
は
親
し
い
人
か
ら
か
か

予
防
注
射
と
同
じ
よ
う
に
病
気
を
防
ぐ
一
す
が
、
お
勤
め
の
都
合
や
、
病
邑
丸
、
遠
一
っ
て
来
る
と
と
が
多
え
つ
い
ぞ
ん
ざ

働
き
が
あ
り
ま
す
。
一
距
離
な
ど
で
相
談
に
出
向
く
こ
と
が
因
一
い
に
な
り
が
ち
、
受
諮
問
自
を
と
る
と
き

赤
ち
ゃ
ん
が
、
お
母
さ
ん
の
お
な
か
一
難
な
方
の
た
め
、
三
月
一
白
か
ら
職
員
一
は
勝
手
口
で
は
な
く
、
玄
関
の
ド
ア
を

の
中
に
い
る
聞
は
、
母
体
に
守
ら
れ
て
一
の
退
庁
後
や
、
休
日
、
祝
日
、
夜
間
で
一
関
ゆ
る
気
持
で
と
り
た
い
も
の
で
す
。

い
ま
す
が
、
生
ま
れ
て
く
る
と
た
く
さ
一
も
電
話
に
よ
る
人
様
相
談
か
う
貯
ら
れ
一
(
市
内
あ
る
主
婦
の
声
)

一
万
四
千
円

一
万
一
一
十
円
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(2) 

市

政

窓

の

(3) 

2 0 S 

観

光
H

月2 昭和 51年噌毘

雇
用
促
進
住
宅
完
成

l
J
一
を
=
一
月
一
日
か
ら
行
い
ま
す
。
一
乙
の
免
許
を
取
得
す
る
た
め
の
講
習

一
一
田
和
五
十
年
度
に
加
入
し
て
い
た
だ
一
会
及
び
試
験
が
、
慰
問
法
1

八
日
本
モ
l

…
一
き
ま
レ
た
市
民
突
通
揚
害
保
険
は
、
今
一
タ
ー
ボ
i
ト
協
会
主
催
に
よ
り
次
の
と

六
月
一
日
か
ら
の
う
か
い
開
き
を
ひ
か
え
、
大
洲
市
観
一
一
生
二
月
三
十
百
で
契
約
が
切
れ
る
乙
一
お
り
行
わ
れ
ま
す
。
幸
を
取
得
し
ょ

光
協
会
で
は
、
次
の
と
お
り
船
頭
さ
ん
を
募
集
し
ま
す
。
一
一
と
に
な
り
、
あ
ら
た
め
て
加
入
申
し
込
一
う
と
さ
れ
る
方
は
、
と
の
機
会
を
と
利

マ

条

件

体

力

に

自

信

が

あ

り

誠

実

な

方

=

み

が

必

要

と

な

り

ま

す

。

一

周

く

だ

さ

い

。

マ
勤
労
時
間
十
五
時
か
ら
二
十
二
時
ま
で
…
一
加
入
に
必
要
な
、
申
込
書
は
各
区
裏
一
講
期
間
会

マ

申

込

締

切

四

月

二

十

日

一

一

さ

ん

を

通

じ

チ

ラ

シ

と

と

も

に

送

付

い

一

と

き

四

月

一

日

か

ら

五

日

ま

マ

申

込

先

大

洲

市

観

光

協

会

…

一

た

し

ま

す

の

で

、

一

二

月

三

十

一

日

ま

で

一

で

午

後

六

時

三

十

分

か

初
心
者
で
も
講
習
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
お
申
し
一
一
に
加
入
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
一
ら
九
時
ま
で

込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
大
洲
市
観
光
協
…
一
保
険
斜
は
、
一
年
分
一
人
四
百
八
十
一
と
と
ろ
長
浜
町
青
果
農
業
協
同

会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
電
話
回

l
二
六
六
四

Z

円

で

す

。

一

組

合

liz---ZEB----il----JElli--zi--lili--・
l
一
加
入
手
続
き
な
ど
一
詳
し
い
乙
と
は
総
一
試
験
日

マ

中

層

耐

火

構

造

(

鉄

筋

コ

ン

一

マ

そ

の

他

住

宅

の

入

居

状

況

に

一

:

一

一

一

務

課

へ

お

問

い

合

わ

せ

く

だ

さ

い

。

一

と

き

四

月

十

一

言

午

前

八

時

ク

ρ
1ト
五

階

窪

)

二

む

ね

八

一

応

じ

て

、

特

別

に

認

め

ら

れ

十

一

一

一

一

一

三

十

分

か

ら

十

声

一

方

一

一

マ
一
世
帯
当
た
り
、
室
、
四
一
(
注
)
移
転
就
職
者
以
外
の
害
、
一
ま
ど
こ
ろ
銀
行
一
と
乙
ろ
長
浜
中
央
公
民
館

一

一

一

な

お

、

そ

の

他

詳

し

い

こ

と

は

、

農

・

五

昼

、

台

所

、

浴

室

、

水

洗

一

雇

用

保

険

の

被

保

険

者

で

現

に

住

一

一

一

一

次

の

か

た

が

た

が

社

会

福

祉

事

業

の

一

政

課

へ

お

問

い

合

わ

せ

く

だ

さ

い

。

式

ト

イ

レ

一

宅

に

困

っ

て

お

ら

れ

る

方

は

、

安

一

一

ニ

、

家

賃

一

定

所

長

」

相

談

く

だ

さ

い

。

一

た

め

に

役

立

て

て

く

だ

さ

い

と

、

き

一

礼

サ

ー

司

ヨ

月

額

、

一

万

一

古

一

五

、

受

付

開

始

一

乙

ろ

銀

行

へ

霊

さ

れ

ま

レ

た

。

公

一

J

ー
休
日
の
急
患
診
療

四

、

入

居

要

件

一

一

一

月

二

十

日

か

ら

一

ら

お

礼

申

レ

上

げ

ま

す

。

敬

称

略

一

4

・

湖

公

共

職

業

安

定

所

の

紹

介

に

よ

一

六

、

入

居

時

期

一

十

万

円

一

り
、
苦
労
働
者
(
雇
用
期
間
ニ
一
一
一
月
百
以
降
の
予
定
一
大
開
市
常
磐
町
佐
賀
ト
モ
ヱ
一

2
月

1

E病
院

?
5
5
1

年

以

上

)

と

レ

て

就

職

さ

れ

る

方

一

七

、

入

居

手

続

き

一

二

十

万

円

一

8
月
?

E

9

，

で
あ
っ
て
、
次
の
要
件
を
そ
な
え
一
入
居
の
受
け
付
け
は
、
大
型
一
大
州
市
新
谷
大
宅
幸
雄
つ
山

1

j

て
M
る

方

で

す

。

一

共

職

業

安

定

所

で

し

ま

す

。

そ

の

一

一

万

円

つ

以

白

ク

ク

マ
公
営
住
宅
等
適
当
な
住
宅
が
一
他
詳
レ
い
こ
と
は
同
所
事
業
所
係
一
大
洲
市
大
剛
一

9

幻

自

#

ヂ

得

ら

れ

な

い

乙

と

。

一

(

電

話

回

l
主
主
)
へ
お
間
一
大
洲
市
仏
教
会
大
型
会
一
，

n日

マ

月

収

が

家

賃

の

五

倍

以

上

互

い

合

わ

せ

く

だ

さ

い

。

一

金

一

封

一

診

療

時

間

午

前

8
時
半
t
午
後
5
時

り
家
賃
の
支
払
い
能
力
が
あ
る
一

l
i
l
i
-
-

一

大

洲

市

若

宮

高

藤

吉

一

1
1
1
1
1
!
l

乙

と

。

一

市

民

交

通

傷

害

一

小

引

恥

恥

劇

劇

士

一

一

水

は

限

り

あ

る

マ
養
灯
時
ぱ
時
打

u
l一
保

険

一

試

験

の

お

知

ら

せ

一

一

資

源

で

す

マ
就
職
先
の
事
業
主
(
ま
た
は
一
=
一
月
一
日
か
ら
受
付
開
始
一
事
川
で
小
型
船
舶
(
モ
ー
タ
ー
ボ
一
一
節
水
に

役

職

者

)

等

の

事

保

証

人

が

一

事

行

っ

て

い

る

市

民

交

通

傷

豆

ー

な

ど

)

毒

縦

す

ー

っ

;

あ

る

こ

と

。

一

険

の

昭

和

五

士

年

度

加

入

受

け

付

け

一

必

要

で

す

。

一

ど

協

力

く

だ

さ

い

1
l
e
E
i
s
a
-
g
B
S』・
EF

・穂署‘
a
t
t
e
l
e
-
-軍
曹
l
且

e
z
t
為
宮
司
1
A
'
f
t忌
豊
富
・
pt『
4
7
2
a

‘E
・『
t
f
A
T
I
l
-
-
a
'
l
E

，z'
t
e
a
g
、a
I
A
T

大 第:2i
.6.一--'. i コヨ;:''::':-1
固な:
剣生i
道内;

船

頭

さ

二
月
八
日
午
前
九
時
か
ら
喜
多
小
学
一
…

校
で
、
第
三
回
ス
ポ
l
y少
年
団
剣
道
一
一

大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
一
一

市
内
に
は
、
三
十
九
の
ス
ポ
ー
ツ
少
一
…

年
団
に
、
千
二
百
人
の
児
童
生
徒
た
ち
一
-

が
加
入
し
て
、
団
体
生
活
の
中
か
ら
人
一

間
性
な
ど
を
養
い
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
一

て
体
力
づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。
一

大
会
に
は
、
団
体
戦
一
干
ニ
チ
i
ム一

個
人
戦
に
六
十
一
人
が
参
加
じ
て
、
楽
一

し
い
一
回
を
過
と
し
ま
レ
た
。

居量;

た
だ
い
ま
入
居
者
受
付
中

F拘縛明ア巳140号葬

昭

和

日

年

死

因

別

図

表

ん

募

集成

人

病

マ⑤i
マ
ー
ク
と

働
き
盛
り
に
ふ
え
て
く
る

マ
ー
ク

四
十
歳
代
と
い
え
ば
働
き
戚
り
、
家
っ
て
大
幅
に
滅
り
ま
し
た
。

-
家
庭
用
の
電
気
器
具
に
は
必
ず
ホ

i

庭
で
は
一
家
の
住
で
す
、
乙
の
年
代
か
そ
れ
に
か
わ
っ
て
、
脳
翠
中
・
が
一

-

一

ム

プ

レ

ー

ト

が

つ

い

て

い

ま

す

が

、

と

ら
脳
率
中
‘
が
ん
、
必
臓
病
が
急
に
ふ
一
ん
・
心
臓
病
な
ど
成
人
病
が
上
位
を
一

一

一

れ

は

、

製

造

会

社

名

、

製

造

番

号

、

容

え

て

き

ま

す

。

一

占

め

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

一

ζ
れ
ら
は
、
一
般
に
成
人
病
と
い
わ
一
大
洲
市
で
は
、
昨
年
一
年
間
に
三
一
量
な
ど
の
ほ
か
に
、
マ
ま
た
は
⑦

れ
、
乙
の
ほ
か
最
近
は
糖
尿
病
も
ふ
え
一
百
六
十
人
の
方
が
死
亡
さ
れ
、
そ
の
一
の
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
ま
す
。

て

き

ま

レ

た

。

一

内

成

人

病

で

死

亡

レ

た

方

が

二

百

八

一

と

の

マ

l
ク
は
、
電
気
製
品
取
締
法

⑤
死
亡
百
人
の
う
ち
、
六
十
五
人
が
一
十
人
で
七
「
?
八
パ
l
セ
シ
ト
と
な
一
に
よ
っ
て
、
国
の
き
び
し
い
試
験
を
受

成
人
病
(
昭
和
四
十
八
年
厚
生
省
人
一
っ
て
お
り
ま
す
。
一
け
て
合
格
し
た
竃
気
製
品
の
し
る
し
で

口
動
態
よ
り
)
一
@
成
人
病
で
死
な
な
い
た
め
に
は
、
一
「
型
式
認
可
マ
ー
ク
」
と
い
い
ま
す
。

わ
が
国
の
昭
和
十
年
ご
ろ
の
死
因
成
人
病
や
そ
の
原
因
と
な
る
病
気
を
一
乙
の
マ
1
ク
の
な
い
電
気
製
品
は
販

順
位
は
、
一
位
結
核
、
二
位
肺
炎
・
早
期
に
発
見
し
て
治
療
を
行
う
と
と
一
売
も
使
用
も
で
き
な
い
と
と
に
な
っ
て

気
管
支
炎
、
一
ニ
位
胃
腸
炎
で
し
た
。
ま
た
日
常
生
活
を
工
夫
す
る
と
と
な
一
い
ま
す
の
で
、
電
気
器
具
を
お
買
い
に

感
染
症
を
中
心
に
し
た
こ
れ
ら
の
病
ど
が
必
要
で
す
。
一
な
る
と
き
は
、
必
ず
と
の
マ
ー
ク
の
入

気

は

医

学

、

公

衆

衛

生

の

進

歩

に

よ

っ

た

も

の

を

選

び

ま

し

ょ

う

。


